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A型質並に B型質が人の唾液中にも証明されることは白井 (1925)によってはじめて報告さ
れ， このことは多くの学者によって確認された。 この知見は進んで分泌型， 非分泌型の発見 
(Schiff & Sasaki '1932)をもたらし， これは水i容性茨水化物様型物質の体内における含主れ
方の差異に基く血清学的体質を示すものと解釈されるに至った (Hartmann1938，秋光 1944)。
さて唾液に型物質が証明されたので次いでこれによる免疫も試みられ，これを動物に注射す
る時は型抗体の産生が見られることは周知のこととなったが，この聞において注目すべき 2つ
の知見が挙げられた。その 1つは唾液免疫の際時として唾液やその他の分泌液とだけ反応を示
し，これらのみによって吸収される所諮液性抗原に対する抗体の発見(上山 1939)であり，そ
の 2は血球注射によって得られる凝集素に唾液で、吸収しにくいものが生ずることがあるという 
3 事実である O 即ち村上(1941)は A'十型家兎の血清中にある正常抗A凝集素並にか Lる家兎
を A型人血球で免疫して得られる抗A採集素は， A型人血球では容易に吸収されるが， A'十
型家兎唾液や AS型人唾液では吸収されないことを見，特に井上教室の橘 (1943)，笹田(1943)
は唾液免疫によって血球を用いずに強力な抗 A，抗 B血清を得る方法を案出し， その際血球
免疫で、得られたものは唾液免疫で得られたものと違って唾液で吸収しにくいことを指摘した。
即ち橘は煮沸 AS型人唾液で家兎や家鳴を免疫して産生された抗A凝集素は唾液でよく抑制さ
れる性状のものであるのに， A型人血球で免疫して得られる抗 A凝集素は唾液で抑制され難
く，特に家兎免疫のものでは殆ど抑制作用を欠くに等しいとしづ成績を記載し，笹田は煮沸 
BS型人唾液で家鴨を免疫し，この際も得られた抗 B凝集素は B型人血球で家鴨を免疫して得
たものに較べて BS型人唾液で抑制され易いことを述べている O 然るに鹿毛 (1943)は血球.で 
1回免疫並に 8回免疫を行って得た両種の抗血清を同時に用いて人，豚，牛，山羊，家兎の唾-
液や諸唾液腺並に諸臓器の浸出液により量発集抑制誌験を行い，概ね 1回注射のものよりも頻回
注射のものに対して唾液や臓器浸出液で高度の抑制が見られるとし、う注目に値する成績を掲げ
ている。
血球で免疫する時唾液で抑制されぬ凝集素の産生を来すことのあることはその後も人の認め
るところであったが，血球と唾液とを同時に用いて免疫を行い，系統的に実験を試みたものに
接しないように思うので，余はこの趣旨に副った実験を行ってその聞の知見を加えようと試み 
7こ。
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実験材料及が実験方法
人血球並に人唾液:常用の法による。
人唾液茨水化物様物質のっくり方:Witebsky原
法による藤岡採用の法に従った。即ちり分泌塁~唾 
液の一定量に 3倍量:の純酒精を加えて 1昼夜氷室に 
静置す。 2)遠心して沈澱物を蒸溜水に溶解せしめ 
更に遠心して不溶解部分を除く。 めこの上滑に再
び 3倍容量の純酒精を加えて 1昼夜氷室に置く。
4)か Lる操作を向 2....3回繰返す。 5)かくして得
た沈澱物を蒸溜水に溶かし，遠心した上清につき三
塩化酷酸による除蛋白を行う。 6)更にこの上滑に 
3倍容量の純酒精を加えて得た沈澱物を蒸溜水に溶
かし， rセロファンJ紙による透析を 48時間流水中
で行う。 7)最後に 10倍量のアセトンと少量の食
塩を加える。 めかくして得た沈澱物を乾燥させる
と白色吸湿性の粉末が得られる。諸種蛋白反応陰
性， Molisch氏反応陽性なるを確かめた。
血清:血液より分離した血清を 560C~こ 30 分加
温非働性にした。
免疫動物:家兎，山羊，白鼠では唾液型を検ベ免
疫抗体産生に適当なものを選び，鶏，海摂ではE常
た。沈降輸の出現が 15分以内のものを情， 30分以‘
内のものを 1+，1時間以内のものを+とした。
実験成績
1 A型抗原による免疫
1)家兎を免疫した場合
A'-型家兎2頭をとり， 1頭はA型人血球で，他
の1頭は特定の人の AS型唾液で同時に免疫を行
い，その免疫注射の進むK従い，度々家兎の血清を 
とってその中の抗 A凝集素の価並に AS型人唾液
(乃至はそれからつくった涙水化物様物質〉による
吸収のされ方を比較した。
成績:
(イ) No.35家兎と No.34の組合せの成績を見
るに免疫前のE常抗A凝集素(価は 32と16)は AS
型人唾液で完全に吸収され， よく抑制されるが第 1
回免疫で既に両者の産生抗 A抗体に差異があらわ
れ，抗体の価は略同じであるのに，血球免疫疫のも
のでは唾液で吸収され難い抗体の片鱗を示してい
る。 3回免疫では， 血球免疫では抗体の価も少し高
いが著明に唾液で吸収されない抗体部分があらわ
れ，両者の差異は著明なものがある。抑制試験でも
血、請の灘集素の価の比較的高し、ものを選んだ。 ・ 唾液の濃いものでは用いた廿のととろでは共に完
免疫:血球免疫には 10%の血球浮説液を，唾液
免疫では煮沸遠心ヒ清を，家兎ではそれらの 4~5
cc を耳縁静脈に，鶏ではその 4~5cc を翼静脈に注
射， 白鼠では 10% 血球浮説液 1~3 ccを， 海狽で
ーは 2~3cc を腹腔内にともに 2~3 日おきに注射し 
山羊では 20%の血球浮溶液 20~30 cc を 2~3 日お
きに注射した。何れも最後の注射日から 5~7 日目
に採血，血清を分離し， 560Cに 30分加温非働牲と
なし， 5%石茨酸加生理的食塩水を 1/10量加えて氷
室に保存した。 ノ
吸収:免疫血清の一定量に適当量の血球，唾液，
炭水化物様物質を加え， 370C lrこ 60分，氷室に 60
分置き，遠心して上清を用いた。
顕集反応:ホールグラス法，試験管法によった。
後者では抗血清稀釈液 0.2ccに2%血球浮活字液 1滴
を加え， 370Cに 2時間置き，その程度は冊，W-， 
+，ム，士，ーで示した。ム，1+十， 
~~集反応抑制試験:液状抗原の倍数稀釈列 (0.2 
cc)に適当の強さに稀めた凝集素血清 0.2ccを加え 
370 C~こ 60 分，氷室に 60 分置き， 2% の血球浮説液
を 1 滴づ L 加え 37 0C に 2 時聞置いて ~1集反応の抑
制される模様を見る。
沈降反応:重層法で室温 2時間後の成績を記載し
全抑制をうけるが，その問に差異が示される。 5回
免疫になると向その差異が半L然とし，唾液免疫では 
唾液で完全に吸収されるのに血球免疫のものでは唾
液原液による吸収でも強力な競集素を残してし、る。
7回， 10囲， 15回免疫の結果も概ね同一で，唾液免
疫では終始唾液でよく吸収される抗体だけの産生が
見られるのみである(表 1a-b)o' 
(ロ〉次に No.30家兎と No.36家兎の組合せに
おける同様の免疫実験を見るに成績は!略同断であっ
た(表略〉。
即ち家兎を AS型人唾液並にA型人血球で免疫す
ると唾液免疫の場合は終始唾液で吸収される型抗体
だけの産生が見られるに過ぎないのに，血球免疫の
時は唾液で吸収しにくい型抗体乃至は吸収されない
型抗体が産生して来ることを明かに証明し得た。
2)鶏を免疫した場合
前項の実験に続いて今度は免疫動物の種類をかえ
鶏を用いて同様の実験を行って見た。
成績;
(イ) No.21鶏と No.28鶏の組合せの免疫実験
で免疫前の抗A獄集素(価は 64とめはともによ
く AS型人唾液で吸収されるもので、あったが，第 1
回の免疫で血球免疫の方では抗体の価がより低いに
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持lらず!堕液で吸収しにくし、抗体の片鱗が見られ，第 (表2a-b)。 
3回では吸収されない抗体の産生が明かとなり，第 (ロ) No.20鶏と No.19鶏の組合せでも同様の 
5回，第7回免疫では略同様の成績にとどまったが 実験を行ったが， この場合は5回， 10回， 15回免
第 10回，第 15回での産生抗A競集素の性状は中途 疫の後を較べて大体同じような成績にとどまり，兎
死亡のため検べられなかった。総じて鶏では家兎の の場合ほど著明ではないが血球免疫で少しではある
場合と異わ血球免疫の時でも唾液で吸収されなし、 が唾液では吸収されない型抗体の産生が証明され
ような型抗体の産生を来しにくいように思われた た(表3a-b)。
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表 1b AS型人唾液に依る凝集反応抑制試験
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表 2a AS型人唾液によ る吸収試験
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表 2b AS型人唾液による説集反応抑制試験 
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表 3 a AS型人唾液による説集反応抑制試験 
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表 3b AS型人唾液によ る吸収試験 
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抑制試験では両免疫血清の蹴集素の差異がよく見
られた。
橘も人血球で同じ鳥類である家鴨を免疫した場合
唾液で吸収されぬ型抗体が出来にくレことを述べて
いる。 
n B型抗原による免疫 
1)家兎を免疫した場合 
2頭の家兎をとり， 1頭は B型人血球で，他の 1
頭は特定の BS型唾液で同時に免疫を行い， A型抗
原の場合と同じ様に注射閏数の増すことによる型抗
体の価と性状とを検ベた。
成績:
(イ) No.41家兎と No.40家兎の組合せの実験
で免疫前の正常抗B凝集素はともに BS型人唾液で
完全に吸収され，よく抑制されたが前者を血球で，
後者を唾液で免疫すると， 1囲の免疫ではともに型
抗体(この場合は抗 B1抗体である〉の産生があっ
たか否かは不明の程度であるが， BS型唾液による
凝集反応抑制試験では血球免疫の方では抑制されに
くい徴が既に見られた。 3囲免疫では既に差異が明
かで，唾液免疫のものは唾液でよく吸収されたが，
血球免疫の方では唾液で吸収されない型抗体が吸収
されるものとともに同時に生じていることが明かに
証明され，抑制試験でも差異が見られた。 5回免疫
では 3囲免疫の後と略同様であったが 7回免疫では
抗体の価が大になるとともに，血球免疫のものでは
吸収されなし、抗体の量も多くなった。抑制試験でも
その差が向著明となった。この関係は 10問免疫で
は向著明となったが 15図免疫後は型抗体の価が下
り，吸収関係も前に戻ったような結果になった。動
物の衰弱の関係もあろうかと思う(表4a-b)。
(ロ〉次にもう一つの No.31家兎と No.28家兎
の組合せでは 5回免疫で差が見られ，その差は 7回
免疫で最も著明になり， 10回， '15閏免疫は産生抗
体の価が却ってf尽くなった。この組合せでは総じて
前の組合せの場合よりも抗体の産主が弱かったが同
じ意味の成績は明らかに看取された(表略〕。 
2)鶏を免疫した場合 
B型抗原の場合にも A型!抗原の場合と同じように
家兎に続し、て鶏を免疫動物とした実験を行った。生
ずる型抗体は家兎の場合と異って抗 B1BnBm抗
イ本であり得る。
成績:
(イ) No.27鶏と No.23鶏の組合せの免疫実験
で免疫前の抗B擬集素はともによく BS型人唾液で
吸収されるもので、あった。第 1回の免疫では抗B抗
体の産生が明かでなく，両者に差異が見られなかっ
たが 3回目の免疫をうけて血球免疫の鶏にi唾液で吸
収しにくい抗B議集素の少許の産生が見られ， 5回
免疫でも略同じく， 7間， 10問， 15問主免疫を重ね
ても大休同じ成績にとどまり，血球免疫の方でも唾
液で、全く吸収されないような型抗体の産生を証明し
得なかった。探集反応抑制試験でも両種免疫抗原の
問に差異を見得なかった(表 5a-b)。
(ロ〉 もう一組の No.18鶏と No.16鶏の組合せ
の同様の実験を行ったが血球免疫の方で、唾液で、吸収
されにくいような抗体の少許の産生が見られたが，
唾液で全く吸収をうけないような抗B華詩集素産生を
明かには証明し得なかった(表略〉。
即ち抗B免疫で鶏では家兎の場合4と異り唾液で吸
収されなトような抗体の産生を明かには証明するこ
とが出来なかったので、ある。 
mO抗原による免疫
家兎を免疫しても抗0抗体の産生を来さぬことは
既に明かであるので，この場合は専ら鶏を免疫動物
として実験を行った。
1 
3 
5 
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成績: 液で吸収し;得ないような抗体の明らかな産生が見ら
(イ) No.22鶏と No.25鶏の組合せの実験で免 'れた。このものは 5回， 7図， 10回， 15回と免疫を
疫前の正常抗O援集素を見ると，ともに 05型人唾 重ねてもさほどの増量を示さなかった。これに反し 
液で吸収しつくされるものであったが，前者をO型 05型人唾液免疫では高価の抗0抗体を生じ， これ
人血球で，後者を 05型人唾液で免疫すると 1回免 は稀釈唾液では吸収しにくいような成績が見られた
疫の後で前者で少許の吸収されにくい抗0抗体の産 が，唾液原液ではよく吸収された。
生が見られたが，第 3聞の免疫施行後は 05型人唾 抑制試験ではあまり差異が見られなかった。但し
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表 4b BS 型人唾液による ~1集反応抑制試験 
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表 5 a BS型人唾液によ る吸収試験 
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血球免疫の場合のみに生じ，唾液で吸収されない抗
;- 体の部分が真の意味の抗0抗体で種属特異性の抗体
でなし、か否かについては確言し!警告し、。たど免疫回数
を多くしてもこの抗体の価が昇らぬこと，更に頻同
の免疫注射の後は抗体の価が下降すること(これは
恐らく免疫動物の衰弱に因するのではないかと推察
されるコは注目すべきである。何れにしても鶏では
抗0抗体の産生が支配的であることは認め得る(表 
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6a-b)。
(ロ) No.14鶏と No.15鶏の組合せでも同様の
免疫実験を行ったが，血球で免疫したものでは略
同様の成績が得られ，唾液で免疫した場合は非常に
高い価の華詩集素が産生され，原液唾液で吸収するも
吸収されぬ抗体部分が見られたがこれも抗血清を 2
倍に稀釈したものでは吸収しつ〈された故，抗体の
量が多い為の成績かと考えられる(素略〉。
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表 6b os型人唾液による演集反応抑制試験
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IV各型血球で山羊，白鼠，海摂を免疫した場合
前述の実験によって人唾液で、免疫する時は免疫動
物の血液中に証明される型抗体(血球療集素〉は常
に唾液で殴収しつくされる。即ち血球に含まれる型
質と唾液に含まれる炭水化物性の型質とに共通に作
用する性状のものだけの産生が見られるのに対し
て，血球で免疫するときは土述の抗体の外に唾液で
は吸収されにくいもの乃至は吸収されない型抗体，
即ち血球の型質だけに民応し，唾液の型質とは反応
しない純類脂体瞳好性抗体が産生されることを明か
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一一一一--t-+十十廿骨骨十十
H
一一一一一ーム+十十十十+十廿
H
一一一一一一一ーム十 t十十十
H
一一一一一一一一ーム+千
H
H
一一一一一一一一一十千朴
H
一一一一一一一一ーム+fL 
にし，家兎ではこれが著明に見られるが鶏を免疫動
物とするとそれほど著明でないことを知った。かく
免疫動物によってその趣が異なるということがわか
ったので、更に数彊の異なる免疫動物についてこの関
係を検べて見た。以下にその成績を述べる。 
1)山羊を免疫した場合
(イ) A型人血球による免疫
正常抗A擬集素を有する No.7A'一山芋とこれ
をもたない No.9A'+山羊をとり， A型人血球で
免疫し，注射免疫5回後と 10回後その血清をとっ 
5 
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これを AS型人唾
三士
四じ、
〈相当高い抗At疑集素を産生L，
液で吸収して見ると 5凹免疫後は少許の， 10回免疫
後はこれより柏、多量の，唾液で吸収されない抗A顕
雑
会
学
医
て抗A擬集素の性状を検ベた。 
A'一山芋の正常抗 A獄集素は AS型唾液ですべ
て吸収されるものであったが，免疫後は表に見る如
千葉第 1号 
No.7 A型人血球免疫 A'一山羊血、清J凝集反応
免 l 作用 吸 収 目日 吸 収 {久， 
数疫回 球助、氏
抗 血 清 稀 釈 倍 数 
N 噌 ∞ FtO4 σN3 t寸O4 Hαふコ3 《NUO3 ?UN43 0F寸C寸4 0N∞寸4 tC司σDコ O∞Nσ〉 l| N 暗 ∞ 。，ーベ Nσ3 司EO F∞ひ4司 《NKO-コ HUN3 F0小叩43 
一一一一一一一
正 A 1+十廿十世十fl+十+一一一一一一一 十ト+ム一一一一一一一 
B 十時+十+ム一一一一一一一一一 一一一一一一一一一一
常 。1+十冊十i十1fl+ムー一一一一一一 一一一一一一一一一一 
A 1tt廿十時十丹十時十fトtl十冊十社骨子+ム 1+十1+十1+十世十p-十十+ム一一 
5 B 十時十時*1+十世十i十冊+十f-+ム一一 一一一一一一一一一一。世帯十十ト f時十時十1十世十時骨子+ムー 一一一一一一一一一一
一一 一一 一一一一一一一一一一 一 
A 1+十世帯十1十1+十時十丹十件骨子+ムー 1+十世廿ト f十/-1+十冊十十f-+ム 
10 B 十1十刊十甘十十f十1+十1+十世十時十十十ム一一 一一一一一一一一一一。1+十1+十世1+十世十十十世+十十L +-+..一一 一一一一一一一一一一
表 7 a 
表 7b 
対
一一一一一ーし+争十十イ十**
日 廿
廿H
免
疫 1 7: 抗血清稀釈倍数
一一一ーム+千十十廿 t十t十十ト 
表 8a No.9 A 型人血球免疫 A' 十山羊.ill]_~白凝集反応
回! 血
=.数|球..-
「丙"<:t'一元十-J-ゐ一一平一五一三「五
.-tJ l1Jコc..o小4σ，.・ ;:.;t 
叩 C¥l 噌 αコ c.o 小3 寸4 
.-t σJ c.o ~凶
A正 一 一一一しー+ +十
B 
需 
一一一-L.+ +十 
P 一一一一-L.+ +十。

..L+* 十件 1+十十時1t1+十
A 一斗司+L十 +十 tP-1+十1+十5 B。 1t十 十1十 -JtL *十L + 」ー 一 
A +十fl 4十 十件#ト十件1t十#十
骨L + ..LB10 十 1+十十件甘十-It十。 +廿L廿廿ト十社1+十十社十時 ..L 
10 
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表 8b No.9 A型人血球免疫 免疫して類似、の成績を挙げていることを附記する。
A'+ rl午血清 (ロ) B型人血球による免疫
次にB型人血球で No.8A'一山羊を免疫して見!対 EA:j証尚一語r-免
疫 (一泊担刀唾液-l
稀釈倍数|抗血清稀釈倍数
吸収試験
数
回
i24 8 16 ・32 i2 4 8 16 32 I昭
5 I骨#十 .l. 一!骨骨朴**(#
10 [朴fl-+.l. -，*十ト十十十十廿!十十
集素の混じていることが証明された(表 7a一的。
これは唾液量を増して吸収を試みても残存抗体が
安らぬので唾液の型抗原とは無縁のものであること
がわかる。 
A'+型山羊の場合には弱し、価の抗A凝集素の産
生が見られ， 10問注射の後も 5回注射の後もさほど
遠いがない。そLてとのものは唾液では吸収されな
い血球のA型質だけに作用するものであることが判
った(表8a一旬。 村上(1941)は A'+型家兎を 
た。正常抗B凝集素は BS型人唾液で吸収しつくさ
れるものであったが免疫注射5国後並に 10回後に
は抗 B~f集素の価が相当に高くなり，これを BS 型
人唾液で吸収すると低価ではあるが唾液で吸収され
ぬ抗B擬集素がのこった。これも念のため大量の唾
液で吸収を試みたが結果は同じで、あった(表9a-
b)。
かく山芋免疫では量は少いが抗 A，抗Bともに血
球だけに作用し，唾液の型抗原とは無関係の型抗体
の産生されることを知ったので、ある。その際血球と
唾液とにともに作用する抗体部分がその産生抗体の
大部分を占めることは勿論で，このことは同時に行
った唾液に対する沈降反応の著明なるととからも容
易に推せられるところである(表 10a一的。
表 9a No.8 B 型人血球免疫 A'一山羊血清類集反"t~
吸 収 日Jj 吸 収 後
免疫回数一正
一血一 
A
。~~吉 
血 一 一 一 … 
抗 一 ∞
稀釈倍数
N
一官官川甘
一 
一世帯品川
一 申 。
寸 4 αコ <.0 小3 c¥1叩∞<.D c¥1司∞∞ N 司
σコ NHrl i rlσ) <.0小J L!) rl c¥1 
rl 小J L!) 0 一##川
一一一一一一一一一一一4 一 一
ム+
4
++廿
+ +十 . 

r
川官刑制 一一一一一一ムム+ム
十円廿十
+#十
廿
件一世卦品川川計器冊都世帯世世帯都品
F#
H
A 
5 B 
O 
十十 十11 十 しー+ 十1t十 十社
ABO冊 
官官m
掛川計品川川市川官官都品川川官都知品川 品 川 品 川円 廿 一一一一ムム+ム
品 川
十1十 十時 十p-
円 廿
十 + しーL甘十 十時
表 9b No.8 B型人血球免疫 A'一山羊血清
吸 収 試験 凝集反応抑制試験 文す 
抗血清稀釈倍数 BS型人唾液稀釈倍数 
N 申∞<.0 c¥1申∞ c¥1 寸‘ αコ <.0 ひ3 寸4 αコ <.0 ひ司 吋唱 αコ t.O 
rlσ) <.0小』 rl σコ <.0 小J L!コ c¥1 てド コrl σ
rl c¥1 000 昭L!) 
rl ひ司 吋、1
免疫回数 
H廿2 
.l.+fl-H廿*H廿 
一一一一一一一一--l-十# 
2 日 廿
一一一一一一-，..l..+廿**
4 .L 
廿
一一一一ーム+卦廿廿廿廿 10 
5 
5 
10 
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表 10a No.7 A型人血球免疫 A'-1羊 2)白鼠を免疫した場合 
血清の AS型人唾液による沈降反応 A型人血球と B型j人血球の両者による免疫実験を
菟防司希| 試みたが， B型人血球によるものは抗B抗体の産生
疫|山釈I_AS型人唾液稀釈倍数
|血 | 一一一一一一一一一一一IK を来し難<，従って頻回の免疫中動物が死亡して了回「倒 2 5 10 20 40 80 160数 l清数| ったので(繰返し同様の実験を行ったけれども)， 
A
川
原 川 前品 川川 計 iH 
A型人血球-による免疫実験のみについて述べる。 25m 
25m時 十十十世 十社 十時+
叶叶十↑十十 1十十1十廿+
廿ト t十 十時 イ十 + 
表 10 b No.8 B型人血球免疫 A'-
山羊血清の BS型入唾液による沈降反応
原 
No.6，No.9の2頭で 5回， 10回免疫後ともに
抗Aml:集素の産生が見られだがすべて AS型唾液で 
l現収じっくされるもののみに終始し，血球だけに作
用するような抗体の産生~士見られなかった〔表 11a 
--b)。 
3)海狽を免疫した場合
(イ) No.3海摂を A型人血球で免疫し，免疫操
作 5固と 10回後の抗A煩集素について検ベた。 5回
後でも少許の AS型人唾液で吸収されぬものの産生
が見られたが 10回免疫後にはこれが少し強くなっ
BS人唾液稀釈倍数 
5 10 20 40 80 160 
悶 議| K 2 
原 1t十世1t十 t十+一一 一 
5 一一一一一一一5 
10 一一一一一一一 
20 一一一一一一一 一
原 廿十 tI十 世 1t十 十 +一 一 
5 十社十1十世1+十十十+一10 
10 一骨廿十時+一一 一 
20 一一世十時一一一 
免疫数 た(表 12a一的。
(ロ〉 次に B型人血球でも他の No.8海摂を免疫
し， 5回並に 10回免疫後の抗B抗休(専ら抗 B1)
を見ると相当の価を示したが常に BS型人唾液で全
く吸収され，血球だけに作用する抗B凝集素の産生
は遂に認め得なかった(表 13a-b)。 
V 茨71<化物様型物質を用いた実験
以上の如く血球免疫では唾液免疫の時と異り，例
えば抗A凝集素でも唾液で吸収されなかったり，或
は吸収しにくいものが産生されることが明かになっ
表 11a A型人血球免疫 A'-豆J白鼠血清凝集反応
白 免 作 吸 収 日Ij 吸 収 後
鼠 疫 用 抗 血 清 新I 釈 倍 数
番
号
回
数
血 
球 
N 寸4 ∞ tHO NσJ ~寸O4 ∞H小3 ゆUND FUN43 F噌p0-q4 l1| N 叩 ∞ tHO NσJ ~申O ∞F小-3t tUNO3 FN凶4 F司小。→3 
A 十時十時冊廿十世世十十千+ム 十社十社 t十世tf1-t十+--1-一一 
No.6 
5 B ttf1廿廿-f-l-+十--1-一一。1+十-w廿廿十j_， +ム一一一 一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一 
A 時十時 t十時十時 t十世tf1十ト+ t十世1+十世帯十十千十ムー 
10 B tf1tf1-t十十卜+ム一一一一。+十十ト士十+十+ム一一一一 一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一 
A 十時冊1+十時廿L *-fl-+ムー 十時制*-fl-+'+ム一一一 
No.9 
5 B t十世1+十千十-f-l-+ム一一一。1+十世 t十甘L 廿-f-l-+ム一一 一一一一一一一一一一• 
A t十世十1十tf1-t十廿+ム一一 t十*-1十-f-l-+ム一一一一 
10 'B 4十骨子+ム一一一一一。**-tト+十-f-l-+ム一一一 一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一 
' 
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表 llb A型人血球免疫 A'一型j白鼠血清
医
凝集反応抑制試験吸収試験 対免
疫鼠 AS型人唾液稀釈倍数抗血清稀釈倍数 
回番
o3〉 司〉CU∞小O 昭2 4 8 16号
5 一一一一一一一ーム+千廿|廿一 一 一
No.6 
10 一 一 一 一 一一一一一一--1- +廿廿*)廿 
5 一一一ーム+子廿骨|廿一 一 一
No.9 
10 一一一一ーム+'.p.廿#廿#|#一 一 一
Ot HC
数 
白
N tH Nσ F43 3 FNU43 34C t0C・申 ∞ コ 申 ひ 申ひ ∞寸ひ 寸〉
表 12 a No.3 A型人血球免疫海摂血清凝集反応
吸 収 白日 吸 収 後
抗 血 清 稀 釈 倍 数
・ σ 寸 Fα σ O4 F34小コ1|i 4q。凶t Fα tUNo3寸 3小4 α2 tFO4寸ひ司43寸小。Fひ由吋司EUNO3 v34小コ3 tO4小コtFD4コα吋・3小 
5 
10 
A 1ft 1ft廿十世帯廿+ム一一
B 1ft 1+十世十社干す十+ム一一。1+十十十廿.p. ++ム一一一
A t十十時十十十世十時十1十+十.p. +ム 
B 1+十世十tI- 1+十廿f!- ++ムー。1ft 1+十-w廿-f1- ++ム一一
1+十冊-w -t十* .p. +一一 
一一一一一一一一一
一一一一一一一一一 
1十世十時1+十廿-fl- +ムー 
一一一一一一一一一
一一一一一一一一一
廿
廿 
廿
廿廿 
表 12b No.3 A型人血球免疫海狽血清
吸収試験 凝集反応抑制試験 対 
抗血清稀釈倍数 AS型人唾液稀釈倍数
免疫回数
q 吋4 αコ t.O N 申∞t.O N 司∞。 
r-t σJ t.O 小J lJ") r-t ひ司 吋42 4 8 16 32 64 N lJ") 0 0 昭 
r-t N 
H H
H H H
品.L A+5 + 
十 」ー 
+ .L .L廿上 日 廿 AH1十 +
10 
表 13a No.8 B型人血球免疫海摂血清擬集反応!
コ司Otl| 
人血球作
吸 収 日U 吸 収 後免
疫 二仁台1抗 血 清 稀 釈 f 数用
回
。』 寸4 αコ tFO4 σ3 司O唱 αF tLN FU43司 0H ひ司 寸‘ αコ 吋 小σ 寸‘ αH EUN FU4小C3ひ』コ コ司 tFO34 吋ひひOO34小コt小 1 
数 
A -w十十 t十+ム一一一一一 一一一一一一一一一 
5 B 1+十時1ft 冊子+十-p- +ムー 十社1ft 1骨骨子+..L一一。.tp.廿 t十-p- +ム一一一一 ‘一一一』 一一一一一一 
a A 廿十世帯1+十甘十時十十+ムー 一一一一一一一一一 
B10 。廿十 t時十時十1十1+十時+十-p- +ム 1+十十時十時世十時十十+ムー十tI- 1+十世廿十世1+十世十十+ム 一一一一一一一一一
‘ー
.p- -t十 4十 1*
十L 十 十 | 廿 
+ .p- -t十 1* 
K 
+ + ム..L 
しー
士
験試制4瑠応反集凝表 15 
n u  
£
U00 
1
ム噌 
i
噌1
免兎清誠家随 一 型入 、型ι m m疫血
清 
AS人唾液免疫 
A'-型家兎血清
血抗 
千
葉 医
学 去』二日 奈生
誌
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表 13b No.8 B型人血球免疫海狽血清
免疫回数
収試験 凝集反応抑制試験 先す 
抗血清稀釈倍数 BS型人唾液稀釈倍数 
N 申∞(.0 N 司∞(.0 N 
4 v N O H  
4 Y O N  
吸
∞
I642 4 16 328 r-l的む自民巴
廿一 
廿 
誌社
|一一一一一一一ーム + H 1* 
H
_L +十L 廿 [十 
4 J表14 凝 集 反 応
h H υ -
試 験
制 
l型唾液(小松崎〉稀釈倍数 
N 申∞(.0 N 申∞(.0 N 申∞(.0 N 噌∞ l KおE 血 清
引 
3 4σ σ3 I，..吋小 コ (.0寸。つ(.0小~ 俣)l(J 
rl N l(J 0 0 0 .r-l 的ト l 
rl 小1 寸4αコミO 小J 
r-l σコ l 
A型人血球免疫|必|一一一一ームム++千十十**廿廿|廿 
A'-型家兎血清 1 23 I 一一一一ーム+++.p-骨骨十ト廿* I廿
抗血清稀釈倍数 
64032016080 
表 16 AS(小松崎〉唾液の抗A型人血球免
疫A'一家兎血、請に対する吸収試験
稀 釈 倍 数 一 戸 ヨ ハ  
3
唾液一抗血清
Ef
抗血清稀釈{古数 
80 160 320 640 1280 
5 + ..L 一+ 
{ 
胸 L原 一 一 一 
+
+ 
+
+ 
10 t十 ..L 一No.22 10 tf十 廿 No.22 
20 十ト + 斗.20 世 tfJ-
K 十社 世 叶 + ーL tf十 十時 1+十 + 
、
1
ょっ白
京作FME
-ROO + 5 +十 +ム + 斗. 
10 tf十 +十 .p- 十No.23 tf十 十 No.23ー 
20 世 tfL .p- +冊 + + 
K tf十 世 1ft 
Ai + 1ft 世 叶 t十
原 + 一 一 
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表 18 AS (小松崎〕唾液の AS 型人~液免 表19 AS' (小松崎〕安水化物様物質の 
疫 A'一家兎血清に対する吸収試験 AS型人唾液免疫 A'一家兎血清に対する
抗血清稀釈倍数 
吸収試験
40 80 160 320 640 
抗，~，
血諒察l-2些稀釈倍数
滑 化J円|物質数I80 160・320 640 128O嘩 
5 
No. 10 I10 lf 
20 No.10 
K -肘 十t 1fL"* 士十
20 
原 K I廿十世世廿十
5 
用いた実験を上に示す。
No. 18 I 10 
20 即ち唾液免疫抗体は血球免疫抗体に比べると蓬か
に高い稀釈度までよく抑制されることがわかり，同
K 1t十 十社 1t十 廿 tL 時に行った吸収試験はその差異を向明かにしてい
る(表 14-18)。
たのでこの関係を唾液とその主成分をなすそれから
つ〈った茨水化物様物質を用いて凝集反応抑制試験 佐藤 (AS型)，佐々木 (AS型〉の唾液並びにそ
を行って両種免疫の際の型抗体を比較して見た。 れよ，りつくった炭水化物を用いて行った実験の成績
AS型(小松崎〉唾液並にその茨水化物様物質を
も略同様で、あった(表略〉。
総 括 
1) AS型人唾液と A型人血球とで同時に異なる家兎を免疫し，その免疫注射回数の進むに
従って産生される抗 A凝集素の価並に AS型人唾液による吸収のされ方を比較した。 
2) 第 1回免疫で両者の聞に差異があらわれ，血球免疫のものでは唾液で吸収され難い抗体
の片鱗を示し， 3回免疫後には血球免疫のものには唾液で吸収されない抗体部分があらわれ
た。 5同免疫ではその差が向判然とした。 7回， 10回， 15回免疫後の結果は略同一で、あった。 
3) AS型人唾液と A型人血球とで同時に鶏を免疫して同様の実験を行った。 
4) 血球免疫で、は第 1回免疫で唾液で吸収しにくし、抗体の片鱗が見られ，第 3回免疫で吸収
されなし、抗体の産生が明かとなり，第 5回，第7回免疫で酪同じであった。
唾液免疫では型抗体は終始唾液で吸収しつくされた。 
5) 総じて鶏では家兎の場合と異なり。血球免疫の時でも唾液で吸収されないような型抗体
が出来にくいようにd忠われた。 
6) BS型人唾液と B型人血球とを用い家兎を同時に免疫して同様の実験を行ったの 
7) 3回免疫で両者の差異が明かとなり，血球免疫の方では唾液で吸収されない抗 B凝集素
の産生が見られ， 7回免疫ではこれが著明となった。 10回免疫で更に著明になったものもあ
る0
・ 8) BS型人唾液と B型人血球とを用し、鶏を免疫動物として同様の実験を行った。 
9) この場合は血球免疫では唾液で吸収しにく L、抗B凝集素の産生することは認められた
が，唾液で全く吸収されないような型抗体の産生は証明し得なかった。
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10) 即ち抗B免疫でも家兎と鶏では抗 A免疫の時と似た関係が見られた。 
11) OS型人唾液と O型人血球で鶏を同時に免疫して見たが，この場合も血球免疫では唾液
で吸収されない抗体の産生が見られた。 
12) 山羊を免疫動物として A型人血球並に B型人血球で免疫を行い， 唾液では吸収し得な
し、型凝集素の産生することを知った。 
13) 白鼠では A型人血球で、免疫を試みたが唾液で、吸収されないような型抗体の産生を来さ
しめ得なかった。 
14) 海狽では A型人血球免疫では唾液で吸収されない抗A抗体の産生を認めたが'B型人血
球ではか Lる性状の抗 B抗体の産生を見なかった。 
15) 唾液の代りにこれよりつくった炭水化物劃分で、吸収を行ったところ，唾液の場合と同じ
成績を得た。
摺筆に当り終始御懇篤な御指導と御校闘を賜わった恩師加賀谷教授に深謝の意を表します。
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